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３ がん患者等への支援

（１）相談支援及び情報提供

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

めざす姿

≪最終目標≫ ～患者のあるべき姿～

すべてのがん患者やその家族が、不安、悩み、疑問に対して、いつでも身近なところで、

必要な情報を受け取ることができ、その悩みや疑問が軽減している。

≪中間目標≫ ～最終目標達成のために必要な体制整備～

最終目標を達成するため、がん患者やその家族に必要な情報が届き、質の高い相談支援が

受けられる体制が進んでいる。

１ 相談支援機能の強化

①がん相談支援センターの利用促進と相談支援の

質の向上

②ライフステージ等に応じた相談支援体制の整備
③ピア・サポートの活性化

２ 患者目線での情報提供の充実

①患者に必要ながんに関する情報の見える化
②がんに関する情報の周知強化

個別施策 ～目標達成のために取り組むこと～

目標
現状値

（基準値）
目標

がんに関する情報が得やすい体制が
できている

がんに関する情報（治療方法、診療体

制、治療費用、社会保障制度など）が不

十分である

ならのがんに

関する患者意

識調査

22.3%～

　　44.4%

　（H29）

　（図3-7参照）

減少

がん患者やその家族等が、質の高い
相談支援が受けられる体制ができて
いる

がん相談支援センターを利用して、相談

が役に立った

がん相談支援

センター利用

状況調査
（H28）

現状維持

評価指標

目標
現状値

（基準値）
目標

がん患者の不安や悩みが軽減されて
いる

がんと診断されたことによる心配や悩み

は何らかの支援によって現在は軽減した

ならのがんに

関する患者意

識調査

36.4％

（H29）
増加

がん患者の不安や悩みの発生が抑え
られている

からだや治療のことで心配になったと

き、担当医以外にも相談できるところが

ある

ならのがんに

関する患者意

識調査
（H29）

増加

評価指標
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◆相談支援について

＜がん相談支援センターの相談体制等について＞

・がんに対する悩みや疑問に対応するため、拠点病院等 か所に、規定の研修を修了した専門の相

談員を配置した「がん相談支援センター」が設置されています（図 ）。

・相談件数は年々増加していますが（図 ）、患者意識調査では、前回調査（平成 年度）よ

り、がん相談支援センターを知らないまたは利用したことがない人の割合が増加しました（図

）。
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（図3-2）がん相談支援センター相談件数の推移（年度別）
（件数）

（年度）

奈良県立医科大学附属病院
・なごみ

天理よろづ相談所病院
・サロン いこい

奈良県総合医療センター
・くつろぎ

市立奈良病院
・春日野～かすがの～

国保中央病院
・ほっとサロン飛鳥

近畿大学医学部奈良病院
・患者サロン 生駒

大和高田市立病院
・がん患者サロン ひだまり

郡山保健所
・患者サロン とまと

中和保健所
・患者サロン すずらん

吉野保健所
・患者サロン よしの

南奈良総合医療センター
・ひととき

済生会中和病院
・患者サロン

図 がん相談支援センター・がん患者サロンの設置状況

設置場所
がん相談支援
センター

がん患者
サロン

都道府県がん診療連携拠点病院 １

地域がん診療連携拠点病院

地域がん診療病院

奈良県地域がん診療連携支援病院

県保健所

計
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18%
6%

19%
4%

18%
10%

3%
11%

3%
32%

10%
36%

0% 10% 20% 30% 40%

１利用できるサービスについての相談場所

２利用できる療養についての相談場所

３小児慢性特定疾病児の保護者による相談支援

４児を医療機関等で一時的に預かり支援を提供する場所

５患者同士、患者の親同士の交流会

６職場体験、就労相談会

７通院等の付き添い

８児の兄弟の預かり支援

９家族向けの介護実習講座

10医療や福祉サービスに関する情報提供
11その他

12特になし

図 今後の希望について（ 【複数回答】

・相談員が国の相談員指導者研修等へ積極的に参加し情報を共有するなど、資質向上となる取組や

病院間の協力連携体制が進み、利用者の満足度は高い結果がでています。今後は、各世代や多様

化する相談内容に対応できるよう、これまでの相談内容とその対応についての評価・分析と、相

談技術のさらなる質の向上が必要です。

・国は、患者が治療の早期から、がん相談支援センターを認識し支援を受けることができるよう、

拠点病院等における位置づけや主治医等の医療スタッフからの紹介の方法など、利用促進策を検

討することとしていますが、県においても、患者等に最初に接する主治医等ががん相談支援セン

ターをよく知り、利用を勧めてもらうことがより効果的という声があります。

＜新たな相談への対応＞

・小児慢性特定疾病医療費受給者の保護者を対象とした調査のうち、「小児がん」患者の保護者の多

くが希望しているのは、情報や相談場所、また患者や親同士の交流の場所であり、相談体制の充

実が必要です（図 ）。しかし、小児や 世代のがんは、患者数が少ない反面、様々な疾

患に分かれており、また、幅広いライフステージで発症するため治療後の療養期間が長く、発育

や教育に関する問題など、成人のがんとは異なるより専門的な相談対応が必要となります。

・また、働き続けながら治療を受ける方の増加により、治療に伴う外見（アピアランス）の変化等、

社会的な課題への対応が求められています。

（出典：ならのがんに関する患者意識調査）

（出典：慢性疾病を抱える児童等の実態調査）

（図 ）がん相談支援センターの利用の有無

平成 年度 ｎ＝

平成 年度 ｎ＝

平成 年度 ｎ＝

利用したことがある

院内のどこにあるかも含め知っているが、利用したことがない

あることは知っているが、院内のどこにあるかも知らず、利用したことがない

知らない

無回答
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無回答
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＜患者や体験者からの支援 ～ピア・サポートについて～ ＞

・がん患者と同じような経験を持つ者による相談や情報提供の支援（ピア・サポート）を進めるた

め、ピア・サポーターを養成（ 名）しました。

・患者同士が体験を共有し自由に情報交換できる場であるとして「がん患者サロン」を拠点病院等

に９か所と県の保健所に３か所の計 か所に設置（図 ）し、ピア・サポーターと連携し実

施しており、利用者数は年々増加しています（図 ）。

・各拠点病院ではピア・サポーターと定期的に運営会議を実施しており、また病院同士の情報共有

の場として、「がん患者サロン運営者会議」を実施するなど効果的なサロン運営を進めています

が、活動するピア・サポーターは年々減少しています。

・国は今後ピア・サポーターの普及しない原因を探り、研修会のあり方を見直すこととしており、

また県内には小児や若い世代向けの交流の場を求める声もあることから（図 ）、実態や多様

化するニーズに対応したピア・サポーターの養成やサロン運営が課題となっています。

・その他、患者団体の活動を支援するため、平成 年から 年度までの 年間、講演会などの

企画事業に対し活動費を助成し、団体活動の基礎固めや継続した活動につながりました。今後は

団体の活動を広く周知する機会を増やすなどの支援が必要です。

◆情報提供について

・がん情報ポータルサイト「がんネットなら」を開設（平成 年 月）し、がんに関する情報を

幅広く、県民やがん患者、医療関係者等に発信してきました。しかしながら、がんに関する情報

の入手方法としての認知度は低く（図 ）、情報内容の充実を図るとともに、医療関係者への

さらなる周知が課題となっています。

・患者への情報としては、療養生活を送る際に役立つ情報を盛り込んだ「がん患者さんのための療

養ガイド」などの冊子を作成・配付しています。今後は、県内のどこでがん診療が受けられるの

か等の基本的ながん診療情報から妊孕（にんよう）性にかかる情報、また、患者や家族（遺族を

含む）への相談支援の状況など、治療や療養生活に必要な情報をより一層充実する必要がありま

す。
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（出典：奈良県調べ）

（図3-5）がん患者サロン利用者数の推移（年度別）
（件数）

（年度）
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（図 ）がん医療に関する相談支援及び情報提供（複数回答）

（出典：ならのがんに関する患者意識調査）

からだや治療のことで心配になったときに、

担当医以外にも相談できるところがある

からだや治療のことで心配になったときに、

担当医にしか、相談できないと思っている

誰に（どこに）相談すればよいのかわからない

がんに関する情報を手に入れるための方法

（インターネット、本等）を知っている

がんに関する情報をどうやって手に入れたら

よいかわからない

その他

無回答

平成 年度（ ）

平成 年度（ ）

平成 年度（ ）

％ ％ ％ ％ ％

（図 ）がんに関する情報の充実度

（平成 年度）

（Ａ）がんの治療方法についての情報が不十分である

（Ｂ）病院の診療体制や治療状況についての情報が不十分である

（Ｃ）緩和ケアについての情報が不十分である

（Ｄ）がん治療にかかる費用についての情報が不十分である

（Ｅ）経済的支援や利用できる社会保障制度などの情報が

不十分である

（Ｆ）自宅での療養生活についての情報が不十分である

（Ｇ）がんの病態や統計データ等の情報が不十分である

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

（出典：ならのがんに関する患者意識調査）
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（図 ）がん医療に関する相談支援及び情報提供（複数回答）

（出典：ならのがんに関する患者意識調査）
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（Ａ）がんの治療方法についての情報が不十分である

（Ｂ）病院の診療体制や治療状況についての情報が不十分である
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（Ｅ）経済的支援や利用できる社会保障制度などの情報が

不十分である

（Ｆ）自宅での療養生活についての情報が不十分である

（Ｇ）がんの病態や統計データ等の情報が不十分である

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 無回答

（出典：ならのがんに関する患者意識調査）
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１ 相談支援機能の強化

「がん相談支援センターの利用促進と相談支援の質の向上」「ライフステージ等に応じた相談支

援体制の整備」「ピア・サポートの活性化」の３つの視点での取組を進めます。

① がん相談支援センターの利用促進と相談支援の質の向上

がん相談支援センターの相談員の資質向上のための研修や人材の適切な配置に引き続き取り組

むとともに、拠点病院等と連携し診断時からのがん相談支援センターの利用促進に努めます。

また、県拠点病院を中心とした病院間のネットワークを通じて、各拠点病院における相談支援

センターの取組状況を評価し、相談支援の質の向上を図ります。

［主な取組］

○がん相談支援センターの利用促進

・拠点病院等院内での広報の強化

・拠点病院等の主治医等による患者への周知

・県民だより等、機会を捉えた周知

・拠点病院等の医師に対する周知

・拠点病院と連携した地域の講演会等での周知

○相談支援の質の向上となる取組

・国立がん研究センター相談員指導者研修等の継続受講

・県拠点病院等による、相談員を対象とした研修会の実施

・相談員の配置の詳細な状況（職種、研修受講状況）の把握とフィードバック

○相談体制の評価・分析（県拠点病院を中心に）

・がん相談支援センター利用者満足度調査の実施

・業務改善のためのＰＤＣＡサイクルによる相談業務の評価・分析

② ライフステージ等に応じた相談支援体制の整備

幅広い年齢層に対応した相談支援を提供するため、小児や 世代、また働く世代などの各

世代の多様化する相談内容に対応できるよう、相談員を対象とした研修会の実施など相談体制を

整備します。

［主な取組］

・小児、 世代等の各世代に対応できる相談窓口の検討（情報収集・研修会）と整備

・小児・ 世代のがん患者のニーズの情報収集と交流会の実施

・相談員を対象とした研修会の実施

・がん患者の外見の諸問題（アピアランスケア）に対応できる相談窓口の検討と整備

個別施策
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③ ピア・サポートの活性化

ピア・サポート活動については、運営者である拠点病院等とピア・サポーターが有機的に連携

し、効果的な「がん患者サロン」運営ができる体制を引き続き整えるとともに、診断早期からの

周知を進めます。また、がん種別や各世代別の患者の多様なニーズを把握し、拠点病院や保健所

での新たな患者サロンの実施を視野に入れたピア・サポート活動をめざします。

［主な取組］

○がん患者サロンの運営体制の強化

・がん患者サロンの継続実施（拠点病院等、保健所）

・相談員の情報交換の場「がん患者サロン運営者会議」の継続実施

・がん患者サロン運営者（相談員等）のための勉強会の実施

・拠点病院がピア・サポーターと連携し「運営会議」を継続実施

・がん患者サロンの利用者拡大のための院内周知の強化

○新たなピア・サポートの推進

・女性特有のがん等、がん種別のがん患者サロンの検討・実施

・国のピア・サポート活動実態調査や養成研修会の見直し結果に基づいたピア・サポーターの養

成

・民間の相談支援の場である、がん患者団体の活動発表や情報交換の場の提供

患者目線での情報提供の充実

「患者に必要ながんに関する情報の見える化」「がんに関する情報の周知強化」の２つの視点で取

組を進めます。

① 患者に必要ながんに関する情報の見える化

県民が、医療機関や治療を客観的に選択できるように、適切でわかりやすい県内のがん医療に

関する情報を、拠点病院等の診療機能や実績、患者意識調査等様々なデータ等から把握・分析し

とりまとめ、提供します。また、国等の最新情報をわかりやすくとりまとめ、がん情報ポータル

サイト「がんネットなら」や患者向け冊子などで情報提供を図ります。

［主な取組］（＊：がん医療 「３患者目線でのがん診療情報の提供」①及び②の一部 の再掲）

・診療実態データの把握・分析＊

・適切でわかりやすい情報提供方法の検討、とりまとめ＊

・がん診療情報の「がんネットなら」でのわかりやすい情報提供やリーフレット等での周知＊

・拠点病院等自らが、院内がん登録情報等を活用し、がん診療情報等を公表＊

・実態把握のための「ならのがんに関する患者意識調査」等アンケート調査の継続実施＊

・今後国が体制を整備していく妊孕（にんよう）性等にかかる情報など、最新情報の把握とりま

とめ

82
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② がんに関する情報の周知強化

がんに関する情報をわかりやすくとりまとめ、「がんネットなら」や患者向け冊子、県民だより

等機会をとらえ、情報提供するとともに、医療関係者等と連携した周知を強化します。

また、拠点病院等のがん診療情報やその取組等、がんに関する情報を拠点病院と連携し、地域

に向けて情報提供していきます。

［主な取組］

・「がんネットなら」や「がん患者さんのための療養ガイド」、県民だより等での情報提供

・医療従事者を対象に、「がんネットなら」などの情報の周知強化

・患者に必要な医療情報等を拠点病院と連携し地域に向けて情報発信
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：

実
施

主
体

と
連

携
・

協
力

・
支

援

施
策

の
柱

指
標

現
状

値
（

基
準

値
）

目
標

値
主

な
取

組

年
次

計
画

１
　

相
談

支
援

機
能

の
　

　
強

化

研
修

会
の

実
施

継
続

・
評

価

調
査

の
実

施
（

年
回

）

検
討

ニ
ー

ズ
の

情
報

収
集

・
交

流
会

の
実

施

ア
ピ

ア
ラ

ン
ス

ケ
ア

相
談

体
制

の
整

備

現
況

報
告

・
実

地
調

査
に

て
把

握

相
談

員
指

導
者

研
修

等
の

受
講

相
談

窓
口

の
整

備

の
評

価
・

分
析

周
知

周
知

講
演

会
等

で
の

周
知

検
討

周
知

周
知

研
修

会
の

実
施
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県
市
町
村

拠
点

病
院 等

医
療

機
関

そ
の
他

県
民

患
者

家
族

③
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
活
性
化

　
・
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
の
継
続
実
施

　
・
相
談
員
の
情
報
の
場
「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
運
営
者
会

　
　
議
」
の
継
続
実
施

◎
保
健
所

◎

　
・
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
運
営
者
（
相
談
員
等
）
の
た
め
の

　
　
勉
強
会
の
実
施

◎
◎

　
・
拠
点
病
院
が
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
「
運
営

　
　
会
議
」
を
継
続
実
施

◎
◎

ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー

　
・
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
の
利
用
者
拡
大
の
た
め
の
周
知

◎
○

◎
○

○
関
係
団
体

◎
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー

　
・
女
性
特
有
の
が
ん
な
ど
が
ん
種
別
の
が
ん
患
者
サ
ロ

　
　
ン
の
検
討
・
実
施

◎
◎

◎
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー

　
・
国
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
実
態
調
査
や
養
成
研
修

　
　
の
見
直
し
結
果
に
基
づ
い
た
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　
　
養
成

◎
○

○
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー

　
・
民
間
の
相
談
支
援
の
場
で
あ
る
、
が
ん
患
者
団
体
の

　
　
活
動
発
表
や
情
報
交
換
の
場
の
提
供
促
進

◎
○

○

患
者
会

ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー

・
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
の
認
知
度

（
H
2
9
）

増
加

①
患
者
に
必
要
な
が
ん
に
関
す
る
情
報
の
見
え
る
化

　
・
診
療
実
態
デ
ー
タ
の
把
握
・
分
析

　
・
適
切
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
方
法
の
検
討
、

　
　
と
り
ま
と
め

　
・
が
ん
診
療
情
報
の
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
で
の
分
か

　
　
り
や
す
い
情
報
提
供
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
の
周
知

◎
◎

・
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

6
9
,2
4
1
件

（
H
2
8
）

増
加

　
・
拠
点
病
院
自
ら
が
、
院
内
が
ん
登
録
情
報
等
を
活

　
　
用
し
、
が
ん
診
療
情
報
等
を
公
表

○
◎

　
・
実
態
把
握
の
た
め
の
「
な
ら
の
が
ん
に
関
す
る
患
者

　
　
意
識
調
査
」
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
継
続
実
施

◎
○

○
○

関
係
団
体

○

　
・
国
が
体
制
を
整
備
し
て
い
く
妊
孕
性
等
に
か
か
る
情

　
　
報
な
ど
、
最
新
情
報
を
把
握
と
り
ま
と
め

◎

②
が
ん
に
関
す
る
情
報
の
周
知
強
化

　
・
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
や
「
療
養
ガ
イ
ド
」
、
県
民

　
　
だ
よ
り
等
で
の
情
報
提
供

◎

　
・
医
療
従
事
者
を
対
象
に
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
な
ど

　
　
の
情
報
の
周
知
強
化

○
◎

○

　
・
患
者
に
必
要
な
医
療
情
報
等
を
拠
点
病
院
と
連
携
し

　
　
地
域
に
向
け
て
情
報
発
信

◎
◎

２
　
患
者
目
線
で
の
情

　
報
提
供
の
充
実

施
策
の
柱

指
標

現
状
値

（
基
準
値
）

目
標
値

１
　
相
談
支
援
機
能
の

　
強
化

主
な
取
組

年
次
計
画

関
係
機
関

◎
：
実
施
主
体
、
○
：
実
施
主
体
と
連
携
・
協
力
・
支
援

国
の
動
向
把
握

検
討

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

情
報
発
信

医
療
従
事
者
へ
の
周
知

運
営
会
議
の
実
施

継
続
実
施
・
運
営
会
議
の
実
施

検
討
・
周
知

検
討
・
実
施

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
実
施

情
報
把
握

情
報
提
供

勉
強
会
の
実
施

活
動
発
表
や
情
報
交
換
の
場
の
提
供
促
進

周
知

デ
ー
タ
把
握
・
分
析

結
果
の
と
り
ま
と
め

が
ん
診
療
情
報
等
の
公
表
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